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Ⅰ．問題と目的 

  

 特別支援教育では，児童生徒の心理・生理・病理的側面を考慮することが重要であるとさ

れ，大学での特別支援学校教諭の教養成課程においても「心身に障害のある幼児，児童又は

生徒の心理，生理および病理に関する科目  (教育職員免許法施行規則第 7 条)が必須科目と

されている（小原・仲黒島・長浜ら，2015）。特別支援学校の教育を行う上では，障害のあ

る児童生徒の心理・生理・病理的側面を理解した上での教育的対応が求められているのであ

る。また，永井（2019）によると，一般に障害のある子どもの「心理・生理・病理」として

一括して取り扱われるが，障害児の「心理」は，「生理・病理」的側面と深い関連をもちつつ

も独立した様相を示す（村上，1997）。すなわち，障害のある子どもの心理・生理・病理を，

医学・生物学的な観点（病気の理解や配慮事項）と心理・社会的な観点（病気や治療による

心理的問題や，それによって生じる社会的問題）から理解することが求められている（Kohara, 

Goto, Kwon et al.，2015）。このように，特別支援学校の教育を行う上では，「心理」，「生理」，

「病理」の観点から互いの関係性に基づいた指導が求められてくると考える。 

 特に病弱児教育に関しては，慢性疾患といった生理・病理的な疾患が心理的側面に影響を

及ぼすことが多くある。例えば，病気によって学校にいけないことから心理的不安を感じる

ことや，病気の治療によって心理的不安を感じることなど，慢性疾患による心理・社会的影

響というのは病弱児教育において指導の課題となっているだろう。しかし，太田・沼館・金

ら（2017）によると，「教育現場において病弱児をはじめとする障害児の心理・生理・病理

に関する理解は十分とは言えない状況である」と指摘している。病弱児に対して疾病の内容
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を十分に理解しないままに，あるいは過度の病気の悪化を恐れて，運動やさまざまな活動制

限をしがちであったり（工藤・横田，2008），担任の過剰な配慮も指摘されている（谷口，

2011）。特別支援教育総合研究所（2017）は，病弱児教育に関わる教育関係者の役割として，

「慢性疾患で入院することは，治療を受けるなど様々な規制が生じ，それに対処していかな

ければならないのです。また，家庭から離れ，自分を直接支えてくれる者がいない状態にな

ります。このような状況の中で医療者や教育関係者は，慢性疾患児の身体的な健康への適応，

心理的な適応，社会的な適応を目指していく必要があります。」としており，病弱児への「心

理・生理・病理」の理解と教育の役割の重要性を示している。 

そこで本研究では，これまで日本の病弱児教育における「心理・生理・病理」の関係性に

関する先行研究について心理的観点及び生理・病理的観点から整理し，病弱教育の指導にお

ける課題を明らかにすることを目的とする。 

 
 

Ⅱ．病弱児における心理・生理・病理的アプローチに関する研究動向 
 

1．病弱児教育における心理・生理・病理に関する教育評価の課題 

これまで教育現場において，病弱児の心理・生理・病理の変化を測定する尺度はなく，病

弱児の心理・生理・病理を配慮した授業実践に関する現状把握ができていなかった（Kohara, 

Goto, Kwon et al.，2015）。そこで，“Psychology, Physiology and Pathology Assessment Tool 

for Children with Health Impairments （PATCHI）”が小原・仲黒島・長浜ら（2015）に

よって開発された。小原・仲黒島・長浜ら（2015）は，教育現場で実際に PATCHI と “Special 

Needs Education Assessment Tool （SNEAT）”を使用して，病弱児の心理・生理・病理の

変化と授業成果を縦断的に測定することで，病弱児の心理・生理・病理と授業成果の関連性

の研究を行った。その結果，生理・ 病理領域においてはゆるやかに変化したものの授業成果

に変化は見られなかった一方で，心理領域においては心理変化と授業成果が類似した推移で

あった。これらの結果から，心理領域においては教師が子どもの心理の変化を捉えて授業を

しているため，SNEAT によって測定される授業成果と類似した傾向となったと考えられる

としている。一方で生理・病理領域においては 子ども自身には変化があるが，教師がその変

化を捉えてきれないため，SNEAT によって測定される授業成果が出ていないと考えられる

としている。この課題として，太田・沼館・金ら（2017）は，心と身体は相互依存的である

（外山，2014）にも関わらず，心理面，生理面，病理面それぞれが影響を与えあっているこ

とが PATCHI には反映されていないこと，また，特に生理・病理領域においては変化が見

えづらいという特徴と PATCHI の課題を考慮した上でも，教師の専門性が低い現状がある，

と指摘している。 

 

2．教育分野における病弱児（慢性疾患児）の心理・生理・病理に関する指導及び専門性の課題 

病弱・身体虚弱児教育が対象としている疾病や障害の種類は広範囲にわたる。宮本・土橋

（2005）によると，対象となる疾患や障害は以下の表 1 に示す。さらに，精神疾患（発達障

害の二次障害も含む），色素性乾皮症などの希少疾患，重度重複（2 つ以上の障害を併せ有す

る），重度心身障害（重度の 2 つ以上の障害を併せ有し，常に医療的ケアと生活援助を必要と

する）などにも分類できる，としている。表 1 の通り，病弱・身体虚弱児教育は対象とする



 DOI: https://doi.org/10.20744/trr.7.0_61 
Total Rehabilitation Research, VOL.7 61-69 

 

 
63 

障害や疾患は多岐に渡り，また児童生徒によって実態は様々であるため，教員は疾患におけ

る生理・病理的な知識及び，その実態に合わせた指導を行うことが求められている。 

 

表 1 病弱・身体虚弱児教育が対象としている疾病や障害 
疾患や障害 詳細 

呼吸器疾患や 
アレルギー性疾患 

過換気症候群，気管支喘息，アトピー性皮膚炎など 

循環器疾患 心臓疾患，心室中隔欠損，心内膜床欠損症，ファロー四徴症，完全大血管転移症，

肺動脈閉鎖，川崎病冠動脈疾患，心筋症，不整脈，原発性肺高血圧など 
腎臓疾患 ネフローゼ症候群，慢性腎炎，先天性腎尿路異常，慢性腎不全，慢性腎臓病など 
内分泌疾患 下垂体，尿崩症，甲状腺機能亢進症，副甲状腺，副甲状腺機能亢進症，副甲状腺

機能低下症，副腎，性腺，思春期遅発症 
代謝疾患 糖尿病，高度肥満，リウマチなど 
悪性腫瘍疾患 白血病，悪性リンパ腫，胚細胞腫瘍，頭蓋咽頭腫 
血液疾患 血友病，再生不良性貧血など 
筋や骨格疾患 進行性筋ジストロフィー，二分脊髄，ヘルペス疾患など 
神経系の疾患 てんかん，脳性まひなど 
心身症 不登校，摂食障害 

宮本・土橋（2005）「病弱・虚弱児の医療・療育・教育」より引用 

 

 

更に教育実践研究の現状を調べると、岡（2018）により，日本で行われた病弱児の学習支

援に関する研究動向や共通要因についての研究が行われていた。その課題として，「病弱・身

体虚弱教育の専門性の確保が喫緊の課題」であること，また「子どもへの支援の効果や支援

内容の評価について，客観的で具体的な情報が少なかったこと」が挙げられていた。また、

実践研究の評価の傾向として、児童への教育的効果として科学的な根拠に基づき評価が行わ

れている事例がなく，「授業に参加できるようになった」「友達と良好な交友関係が形成され

た」等の記述による評価が多くみられた。 

永井（2019）は，特別支援学校教員養成課程において，心理・社会的な観点を学ぶ障害児

心理学は，知能検査等のフォーマルアセスメントや障害に起因する心理的問題，行動問題の

背景を考えること，カウンセリングマインド等，学生にとって実践的指導力の向上に直結す

る内容が多いとしている。一方，医学・生物学的な観点を学ぶ障害児生理学・病理学の内容

は，学生にとって実践的指導力の向上と結び付きにくいため，特別支援学校教員養成課程の

授業を受講する学生の多くは，心理学に比べて，生理学・病理学を敬遠する傾向にある，と

している。 

また、障害児・者の「心理・生理・病理」に関するカリキュラムに問題があると考えられ

る。太田・沼館・金ら（2017）は，病弱児教育に関して，国立 31 校，私立 43 校，計 84 コ

マの大学の講義について，子どもの教育成果に関する観点について「心理・生理・病理」が

子どもの教育成果に影響を与えることを理解するところまで明記されているものは見当たら

なかった，としている。また，心身相関の観点については，達成目標の中に「心身相関」に

関する何らかの記述が見受けられた講義は見当たらなかった，としている。そして，総合考

察の中で「大学の講義から障害種によって講義内容に大きな偏りがあること，「心理」・「生

理」・「病理」それぞれの関連性を理解するような講義が見当たらないこと，またこれらが子

どもの教育成果と大きな関連性があることを理解するような講義もまた見当たらないことが
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明らかとなった。」としている。このことにより，教育分野においては「心理」・「生理」・「病

理」それぞれの関連性について考え，教育的実践を行うという観点自体がない可能性が考え

られる。 

病弱児教育は特別支援教育の中に位置づけられているため，病弱児教育の対象となる疾患

以外にも様々な障害や疾患の生理・病理の特徴や心理的アプローチ等について学ぶ必要があ

る。病弱児教育現場として求められる多くの疾患に生理・病理的な知識に対し，その専門家

となる教員たちの興味関心に差異が生じている現状があることが考えられる。 

 

3．考察 

 病弱児（慢性疾患児）の心理・生理・病理に関する教員の専門性の向上及び、教育的支援

による効果や成果を客観的に評価できるシステム等が必要であるという課題が明らかとなっ

た。病弱児（慢性疾患児）は、その疾患による生理・病理的な特徴を考慮した上で，心理的

なアプローチをすることが必要であり、専門性の向上や客観的指標による評価は子どもの教

育成果をあげるためにも必要であろう。しかし，病弱児教育に関わる教育関係者の役割とし

て，特別支援教育総合研究所（2017）は，「慢性疾患で入院することは，治療を受けるなど

様々な規制が生じ，それに対処していかなければならないのです。また，家庭から離れ，自

分を直接支えてくれる者がいない状態になります。このような状況の中で医療者や教育関係

者は，慢性疾患児の身体的な健康への適応，心理的な適応，社会的な適応を目指していく必

要があります。」とある。今後の病弱児教育は上記の課題に加え、心理的アプローチによる，

生理・病理的変化を与えていく教育が求められると考えられる。 

 
 

Ⅱ．医学分野における病弱児（慢性疾患児）への心理・生理・病理的 
アプローチに関する研究動向 

 

1．医学分野における病弱児（慢性疾患児）の心理・生理・病理的アプローチの課題  

医学分野では，身体疾患と心理的因子との関連性，すなわち心身相関については，心身医

療という観点で研究がなされている。心身相関について臨床現場においては，久保（2011）

により研究がなされている。示された診療内科で心身症として分類される疾患は以下の表 2

である。表 1 の病弱・身体虚弱児教育が対象としている疾病や障害と重なる疾患があること

がわかる。表 1 の中には「心身症」として「不登校，摂食障害」が含まれているが，表 1 の

ように診療内科においては，気管支喘息やアトピー性皮膚炎なども心身症に含まれている。 

そもそも「心身症」の歴史として，大矢（2018）は，十二指腸潰瘍，潰瘍性大腸炎，本態

性高血圧， 気管支喘息，関節リウマチ，アトピー性皮膚炎 （神経性皮膚炎），甲状腺中毒症

（甲状腺機能亢 進症）の 7 つの代表的な疾患を Alexander は Holy Seven と呼び，代表的な

心身症として扱ってきたという歴史がある。しかし，多くの疾患も心身相関への理解が進み，

ほとんどすべての疾患にも心身症的側面があることがわかった。そのため現代では，心身症

という言葉は，特定の疾患を意味するというよりは，心理社会的因子が病態の悪化に強く関

与していることが明らかなケースに対して使われることが多いように思われる。それは必然

的に精神障害に伴う身体症状が対象となるケースが多くなるため，精神科とも境目が曖昧に

なるという現実につながっていった，と指摘している。 
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表 2 診療内科における心身症として分類される疾患 

疾患や障害系統 疾患名 

呼吸器系 気管支喘息，過換気症候群，神経性咳嗽，咽頭痙攣など 

循環器系 本態性高血圧症，本態性低血圧症，起立性低血圧，一部の不整脈など 

消化器系 胃・十二指腸潰瘍，急性胃粘膜病変，慢性胃炎，上部消化器官機能障害，過敏

性腸症候群，潰瘍性大腸炎，胆道ジスキネジー，慢性膵炎，心因性嘔吐，びま

ん性食道痙攣，食道アカラシア，呑気症など 

内分泌・代謝系 神経性食欲不振症，過食症，pseudo-Bartter 症候群，愛着庶断性小人症，甲状

腺機能亢進症，心因性多飲症，単純性肥満症，糖尿病など 

神経・筋肉系 緊張型頭痛，片頭痛，慢性疼痛，書痙，痙性斜頸，自律神経失調症など 

その他 関節リウマチ，全身性筋肉痛，腰痛症，外傷性頚部症候群，更年期障害，慢性

蕁麻疹，アトピー性皮膚炎，円形脱毛症，メニエール症候群，顎関節症など 

久保 （2011）「心身医学研究の展望」より引用 

 

 

実際，表 1 のように病弱・身体虚弱教育の現場においても，心身症は精神科と境目が曖昧

となっている現状があるのではないか，と考えられる。小島（2007）は，病弱特別支援学校

にでは，心身症などの児童生徒数が増えてきている，と述べている。笠 ･武田 ･海津 ･西牧 

(2004)は，病弱特別支援学校において，｢心身症など行動障害｣ の病気分類で在籍している児

童生徒のうち 46%は，強迫神経性，不安障害，対人恐怖等の神経症，摂食障害， さらには

うつ病や統合失調症などの重篤なものを含めた精神疾患のいずれかの診断を受けていたと報

告している。在籍する児童 ･生徒の実態が変化していることから，心理学的な研究課題も実

態に即したものへと変化していく必要があろう，としている。 

 

2．病弱児（慢性疾患児）における実践研究の研究動向と治療・支援の課題  

医学分野における、病弱児（慢性疾患児）の心理・生理・病理の実践研究の動向を探るた

めに、病弱児（慢性疾患児）への治療的・教育的支援に関する内容の論文の分析を行った。

対象論文の選定に関しては，科学技術情報発信・流通総合システム（以下，J-stage）を使用

し，「“慢性疾患”と“心身相関”と“事例”」，「“慢性疾患”と“心身症”と“事例”」，「“子ども”と“心身

症”と“治療”と“事例”」のキーワードで検索を行った（2019 年 5 月）。検出された論文から，

対象者が病弱児もしくは表 2 に示す疾患について記述されている論文について，大学もしく

は学会が発行している学術論文であること，対象者については義務教育段階である児童生徒

を対象に行った実践や治療であり，効果まで記載されている実践論文のみを抽出した。分析

方法は、岡（2018）の観点に基づき分析した。 

表 3 は、医学分野における病弱児（慢性疾患児）への実践研究をまとめたものである。 
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表 3 医学分野における病弱児（慢性疾患児）への実践研究の動向 

論文 
子ども

の年齢 
医学的 
診断 

治療，支援方法 効果 

大矢(2018) 13 歳 難治性喘息 支援期間：3 か月 
・薬物療法に加えて，系統的脱感

作療法を計画 
・リラクセーション訓練 
・不安階層表を作成 
・曝露療法のため外出を繰り返す 

発作はなく健常児と同

じ学校生活を送ってい

る 

長門・上畠・

森田ら

(1987) 

12 歳 過敏性腸症

候群 
・行動カウンセリング 
・母親のセルフ研修会参加 

・母親が心身相関のメカ

ニズムを理解すること

で対応に変化がみられ

た 
長門・上畠・

森田ら

(1987) 

16 歳 神経性食思

不振症・る

いそう・無

月経 

・週 2 回の面接を主体に外来治

療(約 8 か月) 
・学校生活における体力消耗防

止，精神的緊張の解除，経過観察，

養護教諭の面接などの目的のも

のと，体育授業は保健室で休養 

・体重が 35.8 ㎏から 42
㎏となり退院 
・退院翌年に初潮がみら

れた 

町野(2011) 12 歳 重症アトピ

ー性皮膚炎 
・苛ついた時に掻かないようにす

る一方，かゆい時は掻いてよいと

指示 
・傷口の数を毎日記載しながら外

用する 

・苛つき時の掻爬行動が

減少 
・傷の自己記載数が減

少，皮疹も改善傾向 

金谷(2009) 10 歳 転換性障害 ・個別プログラム実施 
1)自己表現や感情の言語化，PC
による日記の実施，2)治療意欲の

持続，スタッフが症状に焦点を当

てず，ゲーム等遊びを取り入れ

る，3）登校疑似体験，他児との

コミュニケーションや自主学習．

心理的指標として不安感・抑うつ

感・エゴグラムなどの心理検査を

実施 

・スタッフへ身体表現 
・他児へ言語表現 
・歩行練習に対する意欲

持続 
・院内学級参加 
・現実認識の側面が高く

なり，適切な自己表現の

増加 

 

 

3．考察 

病弱特別支援学校において、「心身症」の子どもが増えてきている（小島，2007）、という

ことが課題となっている現状があるが、この心身症については、医学分野においては心身相

関の観点により、病弱教育の指す心身症以外の様々な疾患を含んで、「心身症」と指すことが

明らかとなった。表 3 における医学的診断は、表 1 の病弱・身体虚弱児教育が対象としてい

る疾病や障害に当てはまる疾患が多かった。このことは、表 1 で示した心身症以外の疾患も、

心理的アプローチを行うことで生理・病理へ変化を与える可能性を示せたのではないかと考

える。しかし、病弱・身体虚弱教育の現場においては心身相関の観点で実践がなされた研究

がなかった。また、評価や効果に関しても、表 3 のように医療現場としての対応や退院まで

の変化は記述されていたが報告にしかすぎず，科学的な効果検証がなされた事例はなかった。 

 今後は、心理的アプローチによる，生理・病理的変化を具体的に測る尺度等が求められる

と考えられる。 
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Ⅳ．結論と今後の展望 

 

本研究によって，医学分野に比べて教育分野では心理・生理・病理の関係性から子ども捉

える実践研究が少ないことが明らかになった。また，病弱児（慢性疾患児）の心理・生理・

病理に関する教員の専門性の課題や，教育的支援による効果や成果を客観的に評価できるシ

ステムの必要性が明らかとなった。しかし本研究では、日本の医学分野及び教育分野におけ

る病弱児（慢性疾患児）の心理・生理・病理的アプローチをから整理したものであったため、

分析対象となった論文が少なかった。 

本研究で明らかになった課題として，教員の専門性向上のためにも教育成果を測る尺度が

必要だと考えられる。また，教育分野における評価においては心理・生理・病理の関係性に

ついて科学的根拠に基づいた評価を行い，それを教員が指導法に応用できるような仕組みを

作ることが必要ではないかと考える。現在、病弱教育において心理・生理・病理の観点から

評価できる尺度は PATCHI（Kohara, Goto, Kwon et al.，2015）があるが，それ自体も心理

面，生理面，病理面それぞれの影響が反映されるような尺度ではないとの課題がある。今後

は，病弱児や慢性疾患児の「心理」と「生理・病理」の関係性を反映するようなツールの開

発が必要になってくると考えられる。そのため、今後はツール開発のためにさらに多くの文

献を分析し、構成概念を検討することが必要だろう。そして、ツール開発及び，そのツール

を用いて科学的な根拠に基づいた効果検証を行い，検証結果から病弱児への具体的な指導法

の開発に結びつくような研究が必要だろう。さらに，それらのツールを使用した教育実践を

行い。病弱児の心理・生理・病理的関係性を明らかにする実践研究の蓄積が必要だろう。 
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ABSTRACT 

In special needs education, it is important to consider the psychology, physiology, and 
pathological aspects of children and students (Kohara, Nakakuroshima, Nagahama et al., 
2015). Especially with regard to the education of children with health impairment, it is 
important to understand and provide educational support, as physiological and 
pathological diseases such as chronic diseases often affect psychological aspects. 
Therefore, in this research, clarify the problems of the previous researches on the 
relationship between "psychology, physiology and pathology" in education of the children 
with health impairment in Japan from the viewpoint of psychology and physiology and 
pathology. And also it aimed to become basic research to develop the teaching method 
based on the relationship.  

As a result, with regard to practical cases regarding support for children with health 
impairment and children with chronic diseases, in particular in the field of education and 
medical care, evaluation based on scientific evidence is carried out for evaluation 
regarding psychological , physiological and  pathological viewpoints. There was no case. 
In the future, it will be necessary to develop tools that can establish the relationship 
between "psychology" , "physiology” and “ pathology" in sick and chronically ill children. 
And in the development of the tool, the result of this research is considered to be useful to 
make the construct. 
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